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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成24年3月15日(2012.3.15)

【公開番号】特開2010-243427(P2010-243427A)
【公開日】平成22年10月28日(2010.10.28)
【年通号数】公開・登録公報2010-043
【出願番号】特願2009-94664(P2009-94664)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｓ  19/14     (2010.01)
   Ｇ０１Ｓ  19/35     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｓ   5/14    ５３１　
   Ｇ０１Ｓ   5/14    ５５３　

【手続補正書】
【提出日】平成24年1月31日(2012.1.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
従って、周波数調整用カウンタ１９の分周比を１００回のうち９９回だけ１／１００００
とし、残りの１回は１／１０００１とするように調整用タイミングカウンタ２２を介して
制御すると、周波数調整用カウンタ１９の出力周波数の平均値は約１０００．０００００
００９８９９Ｈｚ（＝１ｋＨｚ＋９．８９９×１０-8Ｈｚ）となる。従って、これを１秒
カウンタ２０で分周して得られる１ＰＰＳの周波数は、１Ｈｚ＋９．８９９×１０-11Ｈ
ｚとなる。なお、端数まで考慮して、正しく１ｋＨｚの信号及び１ＰＰＳ信号を得ること
も可能である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
一方、ｌａｔｅ側のコード相関器のＸＯＲ回路４３には、ＧＰＳ受信機１１が出力する１
秒ＰＮコードと、ＰＮコード発生器３６が生成する内部ＰＮコードと、が入力される。た
だし、ＰＮコード発生器３６からＸＯＲ回路４３に入力される内部ＰＮコードは、通常よ
りＰＮコードの０．５チップ分だけ位相が遅くなっている（後述のｌａｔｅ－ＰＮコード
）。ＸＯＲ回路４３からの信号は、移動平均演算器４４に入力される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
第２分周器３５は、第１分周器３４から入力される１ｋＨｚの信号を１／１０００の分周
比で分周して、１Ｈｚの信号（１ＰＰＳ信号）を生成する。第２分周器３５が出力する１
Ｈｚの信号は、ＰＮコード発生器３６にリセット信号として出力される。また、第２分周
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器３５が出力する信号は、１ＰＰＳ信号（基準タイミング信号）として第２出力端子５９
に出力される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４５】
第２実施形態の基準周波数発生システム７１において、ＧＰＳ受信機１１ｘは、位相比較
器９４から得られた遅延量をそのままデジタルデータ化し、ＰＮコードに重畳して基準周
波数発生装置５１ｘ側へ出力しても良い。この場合、それを受信した基準周波数発生装置
５１ｘの側で、２で除算する処理を行うことになる。
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